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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。週初は前週末から引き続
き、続伸してスタートしました。31日（火）は米
株安をきっかけに利益確定売りが優勢となり下落
したものの、米株高や円安、堅調な企業業績を背
景に続伸し、週末はおよそ21年４カ月ぶりに２万
2,500円台に乗せました。（週末引け値：
22,539.12円）

 週間では、日経平均株価は2.41％の上昇、東証株
価指数は1.30％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年10月30日～11月3日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に低下となりました。財務省が実施した10年
債入札や日銀が実施した国債買い入れオペ（公開市
場操作）が、債券需要の強さを確認できる結果とな
り買いが優勢となりました（利回りは低下）。（週
末引け値：0.055%）

 週間では、0.018％の低下となりました。

（審査確認番号H29-TB319）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。週初は、法人減税の段階的な導入
が検討されているとの報道を受け、景気刺激効果が
弱まるとの見方から下落したものの、堅調な企業決
算や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）次期議長にパ
ウエル氏が指名されたことなどが好感され、週末ま
で続伸しました。（週末引け値：23,539.19ドル）

 週間ではNYダウは0.45％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、米税制改革の先行き不透
明感などから、週初は円買い米ドル売りが優勢とな
りました。米長期金利の上昇や米連邦公開市場委員
会（ＦＯＭＣ）の結果や、市場予想を下回った米雇
用統計等を受けて、週末まで一進一退の展開となり、
前週末比で円安米ドル高となりました。（週末引け
値：114円00銭～10銭）

 週間では米ドル/円は0.35％の円安、ユーロ/円は
0.34％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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